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自
民
・
公
明
が
多
数
を
力
に
強
行

　

安
全
保
障
法
制
（
戦
争
法
）
が
9
月
19
日
未
明
、
自

民
・
公
明
な
ど
に
よ
っ
て
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
が
攻
撃
さ
れ
な
く
て
も
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
名

の
も
と
、
米
軍
の
た
め
に
戦
闘
地
域
で
、
武
器
や
弾
薬

の
補
給
な
ど
の
兵
た
ん
活
動
を
お
こ
な
う
な
ど
、
平
和

を
壊
し
憲
法
9
条
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
す
。

 

違
憲
は
明
ら
か
、
世
論
も
反
対

　

歴
代
の
内
閣
法
制
局
長
官
を
は
じ
め
、
圧
倒
的
多
数

の
憲
法
学
者
や
弁
護
士
、
最
高
裁
判
所
の
元
長
官
ま

で
、
戦
争
法
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
断
じ
て
い
ま
す
。

ど
の
世
論
調
査
で
も
「
反
対
」
が
6
割
を
超
え
、
政
府

の
説
明
不
足
と
言
う
声
は
8
割
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
世
論
を
踏
み
に
じ
っ
て
強
行
採
決
す
る
こ
と

は
、
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
暴
挙
で
す
。

　

大
分
市
議
会
で
の
、
わ
が
党
議
員
団
の
意
見
書
案

は
、
自
民
・
公
明
な
ど
が
反
対
し
、
議
会
運
営
委
員
会

で
不
採
択
。
「
戦
争
法
案
」
に
反
対
す
る
2
本
の
請
願

が
、
不
採
択
と
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

 

戦
争
法
は
無
効
、
廃
止
に

　

戦
争
法
は
成
立
し
ま
し
た
が
、
憲
法
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
憲
法
違
反
の
戦
争
法
は
無
効
で
す
。
戦
争
法

を
無
く
す
た
め
に
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法
を
廃
止
し
、

民
主
主
義
を
取
り
戻
す
新

た
な
運
動
を
広
げ
、
た
た

か
い
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
目
的
は
、
国

が
、
国
民
の
所
得
・
資
産
を
効
率
的
に

掌
握
し
、
徴
税
の
強
化
や
、
社
会
保
障

給
付
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
た
め
で
す
。

実
施
に
向
け
た
準
備
状
況
も
、
国
民
へ

の
周
知
不
足
は
い
な
め
ず
、
企
業
の
準

備
状
況
は
数
％
程
度
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
利
用
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
は
、
情
報
流
出
リ
ス

ク
を
高
め
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

危
険
に
さ
ら
し
ま
す
。
国
が
、
個
人
情

報
を
一
括
管
理
す
る
制
度
に
国
民
の
不

安
と
懸
念
は
払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
乱

暴
な
推
進
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

以
下
の
点
を
要
望
し
な
が
ら
、
市
の

姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

通
知
が
届
か
な
い
世
帯
へ
の
対
応
と

同
時
に
、
D
V
被
害
者
等
へ
の
送
付
に

万
全
の
対
策
を
と
る
こ
と
、
窓
口
設
置

な
ど
必
要
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
・
業
者
の
シ
ス
テ
ム
構
築

な
ど
は
、
国
・
県
ま
か
せ
で
は
な
く
、

市
と
し
て
の
、
技
術
的
な
支
援
も
求
め

ま
し
た
。
国
が
要
求
す
る
制
度
に
企
業

が
財
政
的
負
担
を
強
い
ら
れ
る
か
も
疑

問
で
す
。
融
資
の
活
用
だ
け
で
な
く
、

ゼ
ロ
金
利
で
の
独
自
支
援
や
、
国
へ
の

財
政
的
支
援
を
要
望
す
べ
き
で
す
。

　

源
泉
徴
収
な
ど
で
、
本
人
か
ら
提
出

の
拒
否
が
あ
れ
ば
、
行
政
の
側
が
記
入

の
強
要
を
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

5
月
27
日
の
参
院
本
会
議
で
可

決
・
成
立
し
た
医
療
保
険
制
度
の

改
正
は
、
国
民
皆
保
険
を
土
台
か

ら
掘
り
崩
す
も
の
で
す
。
①
国
保

の
「
都
道
府
県
化
」
は
、
高
す
ぎ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
さ
ら
な
る

負
担
増
を
招
き
、
医
療
費
削
減
の

新
た
な
仕
組
み
を
導
入
、
②
「
医

療
費
適
正
化
計
画
」
推
進
、
③
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
「
軽
減

特
例
」
の
廃
止
、
④
協
会
け
ん

ぽ
、
国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
削

減
、
⑤
入
院
食
費
な
ど
の
患
者
負

担
増
な
ど
、
大
分
市
民
へ
の
影
響

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

市
民
部
長
は
、
「
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
の
構
築
の
観
点
か

ら
の
必
要
な
措
置
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
年
7
月
よ
り
、
住
宅
扶
助
基

準
が
、
3
段
階
か
ら
5
段
階
に
細

分
化
さ
れ
、
床
面
積
別
の
住
宅
扶

助
上
限
額
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

生
保
世
帯
か
ら
は
、
「
心
配
で
夜

も
眠
れ
な
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
・
対

応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
、
「
現
在
詳

細
な
調
査
を
し
て
お
り
、
受
給
者

の
事
情
を
十
分
勘
案
し
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　

福
間
議
員
は
、
安
倍
談
話
に
つ

い
て
、
日
本
が
「
国
策
を
誤
り
」、

「
植
民
地
支
配
と
侵
略
」
を
行
っ

た
と
い
う
「
村
山
談
話
」
に
示
さ

れ
た
歴
史
認
識
は
ま
っ
た
く
語
ら

な
い
な
ど
、
戦
後
50
年
に
あ
た
っ

て
「
村
山
談
話
」
の
立
場
を
、
事

実
上
、
投
げ
捨
て
る
に
ひ
と
し
い

も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
安
倍

「
談
話
」
の
評
価
を
問
い
ま
し
た
。

　

総
務
部
長
は
「
国
の
専
管
事
項

で
あ
る
外
交
に
配
慮
し
た
も
の
と

う
け
と
め
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

医療制度改悪による市民への影響は

福間 健治 議員

生
活
保
護
・
住
宅
扶
助
基
準

引
下
げ
や
め
よ

戦
後
70
年

　
「
安
倍
談
話
」の
評
価
は
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傍
聴
記

西
村 

初
美

　
「
戦
争
法
案
」に
反
対
す
る
趣
旨
の
請
願
書

が
2
本
提
出
さ
れ
ま
し
た
。1
本
は
不
採
択
、

1
本
は
継
続
審
査
と
、結
果
が
分
か
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。不
思
議
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
、生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
の
引
き

下
げ
に
反
対
す
る
請
願
書
は
、不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。住
宅
扶
助
と
は
家
賃
の
補
助
で
、

ひ
と
り
世
帯
の
家
賃
上
限
が
3
万
1
千
円
か

ら
2
万
9
千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

近
所
に
お
店
が
あ
っ
て
、バ
ス
停
や
駅
が
近

く
に
あ
る
…
、こ
の
金
額
で
借
り
ら
れ
る
部

屋
が
市
内
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。値
下
げ

で
き
な
け
れ
ば
、本

人
か
大
家
さ
ん
の
負

担
に
な
る
の
で
は
。

市
民
の
立
場
に
立
っ

た
市
政
を
切
に
願
い

ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

は
、
自
治
体
裁
量
と
な
る
認
定
の

条
件
等
を
最
大
限
に
向
上
さ
せ
、

保
護
者
の
願
い
に
見
合
っ
た
制
度

に
な
る
よ
う
、
細
や
か
に
求
め
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
様
々
な
角
度
か
ら
保
育
制
度

の
拡
充
・
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
分
市
の
「
保
育
施
設

入
所
申
込
み
の
手
引
き
」
に
は
、

保
育
を
必
要
と
す
る
就
労
以
外
の

事
由
に
つ
い
て
、
十
項
目
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
「
同

居
の
親
族
を
常
時
介
護
又
は
看
護

し
て
い
る
場
合
」
と
い
う
表
記

は
、
「
高
齢
の
親
族
」
と
い
う
限

定
的
な
認
識
に
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

今
回
、
療
育
や
訓
練
を
必
要
と

す
る
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
き
ょ

う
だ
い
児
の
認
定
に
つ
い
て
見
解

を
求
め
、
申
込
書
の
表
記
を
見
直

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
、
「
療
育
や

生
活
訓
練
を
必
要
と
す
る
児
童
の

き
ょ
う
だ
い
児
も
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
に
あ
た
る
」
と
認
め
、

「
今
後
、
併
せ
て
記
載
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
、
待
機
児
童

に
含
め
な
い
条
件
が
周
知
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
も
、
認
可
外
保
育

施
設
を
利
用
し
た
り
、
第
二
希
望

を
記
入
せ
ず
特
定
の
園
を
希
望
し

た
り
す
る
と
、
待
機
児
童
数
か
ら

外
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
よ
り
良
い
保
育
を
実
現

す
る
た
め
、
実
情
に
即
し
て
待
機

児
童
を
把
握
し
、
量
的
拡
大
を
す

る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
、
「
独
自
の

定
義
に
変
更
す
る
こ
と
は
困
難
」

と
し
た
も
の
の
、
「
保
護
者
の
要

望
等
の
把
握
は
行
な
っ
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

大
分
市
佐
野
清
掃
セ
ン
タ
ー
基

幹
設
備
改
修
工
事
の
工
事
契
約

は
、
随
意
契
約
で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
施
設
全
体
が
、
新
日
鐵
住
金

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
改
修
工
事
も
グ

ル
ー
プ
企
業
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

　

契
約
金
額
は
7
億
7
2
2
0
万

円
で
、
予
算
額
の
97
・
5
％
で
、

福
宗
環
境
セ
ン
タ
ー
清
掃
工
場
長

寿
命
化
工
事
の
と
き
は
、
契
約
金

額
23
億
6
2
5
0
万
円
で
、
予
算

額
の
99
・
04
％
で
す
。
2
つ
の
工

事
と
も
、
ほ
ぼ
予
算
額
通
り
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
契
約
の
公
平
性
・
妥
当
性
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

環
境
部
長
は
、
「
設
計
・
施
工

業
者
以
外
の
者
の
施
工
で
は
、
工

事
完
了
後
の
工
場
の
運
営
に
支
障

を
生
じ
る
可
能
性
や
、
重
大
な
故

障
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
」

「
市
の
積
算
基
準
、
基
準
に
な
い

も
の
は
業
者
か
ら
見
積
も
り
徴
取

な
ど
で
積
算
」
と
答
弁
。

　

『
あ
な
た
が
支
え
る
市
民
活
動

応
援
事
業
』
の
対
象
事
業
と
な
る

た
め
に
は
、
市
の
基
準
に
合
致
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

段
階
で
、
市
が
補
助
金
を
だ
す
こ

と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
え

て
市
民
に
応
援
さ
せ
て
金
額
を
決

め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

対
象
と
な
っ
た
団
体
の
み
な
さ
ん

は
、
補
助
金
を
得
る
た
め
に
、
応

援
依
頼
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま

す
。
そ
の
分
を
対
象
と
な
っ
た
事

業
の
成
功
の
た
め
に
力
を
尽
く
す

方
が
、
制
度
の
あ
り
方
に
合
致
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
応
援
活
動

を
せ
ず
に
、
市
の
基
準
に
合
致
し

た
事
業
に
は
、
補
助
金
を
出
す
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

　

市
民
部
長
は
、
「
市
民
活
動
や

税
の
使
い
道
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
手
法
と
し
て
浸
透
」
「
積

極
的
に
広
報
を
行
い
、
活
動
の
充

実
を
図
る
こ
と
で
活
性
化
が
進

み
、
本
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
自
立

し
た
活
動
を
行
う
団
体
も
出
て
く

る
な
ど
、
成
果
が

現
れ
て
い
る
」
と

答
弁
。

平
成
26
年
度 

歳
入
歳
出
、
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
の
決
算
認
定
に
反
対

　

一
般
会
計
と
9
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
認
定

が
問
わ
れ
た
。
次
の
理
由
で
反
対
し
た
。

①　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
や
国
保
税
の
最

高
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
る
市

民
負
担
増

②　

企
業
立
地
促
進
助
成
金
、
区
画
整
理

事
業
、
庄
の
原
佐
野
線
負
担
金
な
ど
、

大
企
業
優
遇
や
不
要
不
急
の
大
型
事
業

③　

碩
田
中
学
校
区
3
小
学
校
の
統
廃
合

④　

ご
み
収
集
の
民
間
委
託
、
市
退
職
金

の
減
額
な
ど
の
行
財
政
改
革

⑤　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
事
業
、

同
和
事
業
、
自
衛
隊
に
関
す
る
事
業

保育制度の向上を求めて追及

設備改修工事契約の妥当性・公平性は佐野清掃
センター

斉藤 由美子 議員

広次 忠彦 議員

子
ど
も
の
現
状
に
あ
う

　
　
　
　
　

 

保
育
認
定
を

市
民
活
動
応
援
事
業

　
　

 

補
助
金
の
出
し
方
は

待
機
児
童
の
カ
ウ
ン
ト
は

　
　
　
　

  

実
情
に
即
し
て

こんにちは　日本共産党大分市議団です 2015年10月


